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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局における非直交多元接続（ＮＯＭＡ）無線通信の方法において、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を前記基地局にお
いて決定することと、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、第２のＵＥ
に関連づけられた制御情報を用いて強化され、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前
記ＤＣＩは、前記第１のＵＥが、ＮＯＭＡ無線通信を使用して、前記第１のＵＥと前記第
２のＵＥとの両方に向けられた多重化された信号を復号することを可能にするために、前
記第１のＵＥの電力比情報、前記第１のＵＥにより使用される空間レイヤの第１のセット
を示す第１のビットマップを含む空間レイヤ情報および変調次数情報と、前記第２のＵＥ
により使用される空間レイヤの第２のセットを示す第２のビットマップを含む、前記第１
のビットマップは前記第２のビットマップのサブセットである、前記第２のＵＥの空間レ
イヤ情報とプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）とを示す、および
　前記決定されたＤＣＩを前記第１のＵＥに送信することと、
を備える、方法。
【請求項２】
　前記第２のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、前記第１のＵＥはエンハンスメン
トレイヤ（ＥＬ）ＵＥである、請求項１の方法。
【請求項３】
　前記第２のＵＥはpre-Release 14 ＵＥであり、前記第１のＵＥはRelease 14またはそ
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の後のＵＥである、請求項２の方法。
【請求項４】
　前記電力比情報は、トラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、請求項３の方法。
【請求項５】
　前記ＴＰＲは、前記第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソース
エレメント（ＲＥ）電力の比を示す、請求項４の方法。
【請求項６】
　前記電力比情報は、ＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、請
求項２の方法。
【請求項７】
　前記第１のＵＥと前記第２のＵＥは、Release 14またはその後のＵＥｓである、請求項
１の方法。
【請求項８】
　基地局における非直交多元接続（ＮＯＭＡ）無線通信のための装置において、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を前記基地局にお
いて決定する手段と、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、第２のＵＥ
に関連づけられた制御情報を用いて強化され、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前
記ＤＣＩは、前記第１のＵＥが、ＮＯＭＡ無線通信を使用して、前記第１のＵＥと前記第
２のＵＥとの両方に向けられた多重化された信号を復号することを可能にするために、前
記第１のＵＥの電力比情報、前記第１のＵＥにより使用される空間レイヤの第１のセット
を示す第１のビットマップを含む空間レイヤ情報および変調次数情報と、前記第２のＵＥ
により使用される空間レイヤの第２のセットを示す第２のビットマップを含む、前記第１
のビットマップは前記第２のビットマップのサブセットである、前記第２のＵＥの空間レ
イヤ情報とプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）とを示す、および
　前記第１のＵＥに前記決定されたＤＣＩを送信する手段と、
を備える、装置。
【請求項９】
　前記第２のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、前記第１のＵＥはエンハンスメン
トレイヤ（ＥＬ）ＵＥである、請求項８の装置。
【請求項１０】
　前記第２のＵＥはpre-Release 14 ＵＥであり、前記第１のＵＥはRelease 14またはそ
の後のＵＥである、請求項９の装置。
【請求項１１】
　前記電力比情報は、トラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、請求項１０の装置
。
【請求項１２】
　前記ＴＰＲは、前記第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソース
エレメント（ＲＥ）電力の比を示す、請求項１１の装置。
【請求項１３】
　前記電力比情報は、ＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、請
求項９の装置。
【請求項１４】
　基地局における非直交多元接続（ＮＯＭＡ）無線通信のための装置において、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、かつ
　　第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を前記基地局に
おいて決定することと、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、第２のＵ
Ｅに関連づけられた制御情報を用いて強化され、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する
前記ＤＣＩは、前記第１のＵＥが、ＮＯＭＡ無線通信を使用して、前記第１のＵＥと前記
第２のＵＥとの両方に向けられた多重化された信号を復号することを可能にするために、
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前記第１のＵＥの電力比情報、前記第１のＵＥにより使用される空間レイヤの第１のセッ
トを示す第１のビットマップを含む空間レイヤ情報および変調次数情報と、前記第２のＵ
Ｅにより使用される空間レイヤの第２のセットを示す第２のビットマップを含む、前記第
１のビットマップは前記第２のビットマップのサブセットである、前記第２のＵＥの空間
レイヤ情報およびプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）とを示す、
　　前記第１のＵＥに前記決定されたＤＣＩを送信することと、
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
を備える、装置。
【請求項１５】
　前記第２のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、前記第１のＵＥはエンハンスメン
トレイヤ（ＥＬ）ＵＥである、請求項１４の装置。
【請求項１６】
　前記電力比情報は、ＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、請
求項１５の装置。
【請求項１７】
　前記第２のＵＥはpre-Release 14 ＵＥであり、前記第１のＵＥはRelease 14またはそ
の後のＵＥである、請求項１５の装置。
【請求項１８】
　前記電力比情報は、トラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、請求項１７の装置
。
【請求項１９】
　前記ＴＰＲは、前記第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソース
エレメント（ＲＥ）電力の比を示す、請求項１８の装置。
【請求項２０】
　前記第１のＵＥと前記第２のＵＥは、Release 14またはその後のＵＥｓである、請求項
１４の装置。
【請求項２１】
　基地局において非直交多元接続（ＮＯＭＡ）無線通信のためのコンピュータ実行可能な
コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体において、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を前記基地局にお
いて決定するためのコードと、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、第
２のＵＥに関連づけられた制御情報を用いて強化され、ここにおいて、前記第１のＵＥに
関する前記ＤＣＩは、前記第１のＵＥが、ＮＯＭＡ無線通信を使用して、前記第１のＵＥ
と前記第２のＵＥとの両方に向けられた多重化された信号を復号することを可能にするた
めに、前記第１のＵＥの電力比情報、前記第１のＵＥにより使用される空間レイヤの第１
のセットを示す第１のビットマップを含む空間レイヤ情報および変調次数情報と、前記第
２のＵＥにより使用される空間レイヤの第２のセットを示す第２のビットマップを含む、
前記第１のビットマップは前記第２のビットマップのサブセットである、前記第２のＵＥ
の空間レイヤ情報とプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）とを示す、
　前記第１のＵＥに前記決定されたＤＣＩを送信するためのコードと、
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【請求項２２】
　第１のユーザ機器（ＵＥ）の無線非直交多元接続（ＮＯＭＡ）通信の方法において、
　前記第１のＵＥに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を、基地局から前記第１のＵ
Ｅにおいて受信することと、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、第２
のＵＥに関連づけられた制御情報を用いて強化され、ここにおいて、前記第１のＵＥに関
する前記ＤＣＩは、前記第１のＵＥの電力比情報、前記第１のＵＥにより使用される空間
レイヤの第１のセットを示す第１のビットマップを含む空間レイヤ情報および変調次数情
報と、前記第２のＵＥにより使用される空間レイヤの第２のセットを示す第２のビットマ
ップを含む、前記第１のビットマップは前記第２のビットマップのサブセットである、前
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記第２のＵＥの空間レイヤ情報とプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩとを
示す、および
　前記ＤＣＩに基づいて、前記第１のＵＥにおいて受信されるＮＯＭＡ無線通信を使用し
て、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥとの両方に向けられた多重化された信号を復号する
ことと
を備える、方法。
【請求項２３】
　前記第１のＵＥはエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥであり、第２のＵＥはベースレ
イヤ（ＢＬ）ＵＥである、請求項２２の方法。
【請求項２４】
　前記第１のＵＥはRelease 14またはその後のＵＥであり、前記第２のＵＥはpre-Releas
e 14 ＵＥである、請求項２３の方法。
【請求項２５】
　前記電力比情報は、ＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、請
求項２４の方法。
【請求項２６】
　前記電力比情報は、前記基地局から、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介し
て前記第１のＵＥによって受信される、請求項２４の方法。
【請求項２７】
　前記電力比情報は、トラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、請求項２６の方法
。
【請求項２８】
　前記ＴＰＲは、前記第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソース
エレメント（ＲＥ）電力の比を示す、請求項２７の方法。
【請求項２９】
　非直交多元接続（ＮＯＭＡ）無線通信のための第１のユーザ機器（ＵＥ）において、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、かつ
　　基地局から、前記第１のＵＥに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信するこ
とと、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、第２のＵＥに関連づけられ
た制御情報を用いて強化され、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、前
記第１のＵＥの電力比情報、前記第１のＵＥにより使用される空間レイヤの第１のセット
を示す第１のビットマップを含む空間レイヤ情報および変調次数情報と、前記第２のＵＥ
により使用される空間レイヤの第２のセットを示す第２のビットマップを含む、前記第１
のビットマップは前記第２のビットマップのサブセットである、前記第２のＵＥの空間レ
イヤ情報とプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）とを示す、および
　　前記ＤＣＩに基づいて、前記第１のＵＥにおいて受信されたＮＯＭＡ無線通信を使用
して、前記第１のＵＥと前記第２のＵＥとの両方に向けられた多重化された信号を復号す
ることと
　を行うように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
を備える、第１のＵＥ。
【請求項３０】
　前記第１のＵＥはエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥであり、第２のＵＥはベースレ
イヤ（ＢＬ）ＵＥである、請求項２９の第１のＵＥ。
【請求項３１】
　前記第１のＵＥはRelease 14またはその後のＵＥであり、前記第２のＵＥはpre-Releas
e 14 ＵＥである、請求項３０の第１のＵＥ。
【請求項３２】
　前記電力比情報は、ＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、請
求項３１の第１のＵＥ。
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【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、２０１５年８月１３日に出願された「非直交多元接続のためのダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）エンハンスメント(Downlink Control Information (DCI) 
Enhancements for Non-orthogonal Multiple-Access)」という発明の名称の米国仮出願第
６２／２０４，９２２と、２０１５年７月１０日に出願された「非直交多元接続のための
ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）エンハンスメント」という発明の名称の米国仮出願第６
２／１９１，２３０、および２０１６年６月２４日に出願された「非直交多元接続のため
のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）エンハンスメント」という発明の名称の米国特許出願
第１５／１９２，６６２号の優先権を主張し、これらの出願はすべてその譲り受け人に譲
渡され、ここにおいてそれらの全体を参照することによりすべての出願が明確に組み込ま
れる。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は一般に、通信システムに関し、より具体的には、非直交多元接続（ＮＯ
ＭＡ）システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]電話通信、映像、データ、メッセージング、およびブロードキャストといったさ
まざまな電気通信サービスを提供するために、ワイヤレス通信システムが広く展開されて
いる。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（例えば、帯域
幅、送信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることができ
る多元接続技術を採用することができる。そのような多元接続技術の例は、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接
続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが、市区町村レベル、国レ
ベル、地方レベルだけでなく、世界的なレベルでの通信を可能する、共通のプロトコルを
提供するために、さまざまな電気通信規格に採用されてきた。新たに出現した電気通信規
格の例は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）(登録商標)である。ＬＴＥは、第３
世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）(登録商標)によって公表された、ユニバ
ーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）モバイル規格を向上
させたもののセットである。それは、スペクトル効率を改善すること、コストを下げるこ
と、サービスを改善すること、新たなスペクトルを利用すること、および、ダウンリンク
（ＤＬ）にＯＦＤＭＡを、アップリンク（ＵＬ）にＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出
力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して、より適切に他のオープン規格と統合することに
よって、モバイルブロードバンドインターネットアクセスをより快適にサポートするよう
に設計されている。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスの需要が増加し続け
るのに伴い、ＬＴＥ技術におけるさらなる改良の必要性が存在する。望ましくは、これら
の改良は、これらの技術を採用する他の多元接続技術および電気通信規格に適用可能であ
るべきである。しかしながら、ＮＯＭＡシステムにおいて、ベースレイヤ（ＢＬ）ユーザ
機器（ＵＥ）に関連づけられたＢＬと、ＥＬ　ＵＥに関連づけられたエンハンスメントレ
イヤ（ＥＬ）は同じプリコーディングマトリクスを用いることに制限される。
【０００５】
　[0005]それゆえ、より多くの柔軟性を提供するようにダウンロード制御情報（ＤＣＩ）
をインプリメントすることは望ましいかもしれない。
【発明の概要】
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【０００６】
　[0006]下記は、１つまたは複数の態様の基本的な理解を提供するために、そのような態
様の簡略化された概要を提示する。この概要は、全ての考慮された態様の広範な概観では
なく、全ての態様の鍵となる要素または重要な要素を識別することも、任意の態様または
全ての態様の範囲を叙述することも意図されない。その唯一の目的は、後に提示されるよ
り詳細な説明への前置きとして、簡略化された形態で１つまたは複数の態様のいくつかの
概念を提示することである。
【０００７】
　[0007]本開示は無線通信のための例示方法および装置を提供する。たとえば、本開示は
、第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を基地局において
決定することと、ここにおいて、第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは変調次数(modulation 
order)、空間レイヤ情報、および第１のＵＥの電力比情報、およびプリコーディングマト
リクスインジケータ（ＰＭＩ）および第２のＵＥの空間レイヤ情報を備える、および決定
されたＤＣＩを第１のＵＥへ送信することを含むことができる基地局における無線通信の
ための例示方法を提供する。
【０００８】
　[0008]本開示はさらに第１のＵＥがベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、第２のＵＥがエ
ンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥであり、第１のＵＥはpre-Release 14であり、第２の
ＵＥはRelease14またはその後のＵＥであり、または第１のＵＥと第２のＵＥはRelease 1
4またはその後のＵＥｓである、ことを含む。
【０００９】
　[0009]本開示はさらに電力比情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して
第１のＵＥおよび第２のＵＥへ送信されることを含む。
【００１０】
　[0010]本開示はさらに電力比情報はトラヒック対パイロット比（ＴＰＲ）であることを
さらに含む。
【００１１】
　[0011]本開示はさらにＴＰＲが第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデー
タリソースエレメント（ＲＥ）電力の比を示すことを含む。
【００１２】
　[0012]本開示はさらに電力比情報がＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電
力比を含むことを含む。
【００１３】
　[0013]さらに、本開示は第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）を基地局において決定する手段、ここにおいて第１のＵＥに関するＤＣＩは、第１
のＵＥの変調次数情報、空間レイヤ情報および電力比情報、および第２のＵＥのプリコー
ディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）および空間レイヤ情報を備える、および決定
されたＤＣＩを第１のＵＥへ送信する手段を含むことができる基地局における無線通信の
ための例示装置を提供する。
【００１４】
　[0014]本開示はさらに第１のＵＥがベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、第２のＵＥがエ
ンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥであり、ここにおいて第１のＵＥはpre-Release 14　
ＵＥであり、第２のＵＥはRelease 14またはその後のＵＥであることを含む。
【００１５】
　[0015]本開示はさらに電力比情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して
第１のＵＥおよび第２のＵＥへ送信されることを含む。
【００１６】
　[0016]本開示はさらに電力比情報がトラヒック比対パイロット比（ＴＰＲ）であること
を含む。
【００１７】
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　[0017]本開示はさらにＴＰＲが第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデー
タリソースエレメント（ＲＥ）の比を示すことを含む。
【００１８】
　[0018]本開示はさらに電力比情報がＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電
力比を含むことを含む。
【００１９】
　[0019]さらに、本開示はメモリと、メモリに結合され、基地局において第１のユーザ機
器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を決定し、ここにおいて、第１のＵ
Ｅに関するＤＣＩは第１のＵＥの変調次数情報、空間レイヤ情報および電力比情報と、第
２のＵＥのプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）および空間レイヤ情報を
備える、および決定されたＤＣＩを第１のＵＥへ送信するように構成されたプロセッサを
含むことができる基地局における無線通信のための例示装置を提供する。
【００２０】
　[0020]本開示の一態様において第１のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり第２のＵ
Ｅはエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥであり、第１のＵＥはpre-Release 14　ＵＥで
あり第２のＵＥはRelease 14またはその後のＵＥであり、または第１のＵＥと第２のＵＥ
はRelease 14またはその後のＵＥｓであることを含む。
【００２１】
　[0021]一態様において、電力比情報は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介し
て第１のＵＥと第２のＵＥへ送信される。
【００２２】
　[0022]一構成において、電力比情報はトラヒック比対パイロット比（ＴＰＲ）である。
【００２３】

　[0023]一態様において、ＴＰＲは第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデ
ータリソースエレメント（ＲＥ）の比を示す。
【００２４】
　[0024]一態様において、前記電力比情報はＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの
間の電力比を含む。
【００２５】
　[0025]さらに、本開示は、メモリと、メモリに結合され、基地局において第１のユーザ
機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報を決定し、ここにおいて第１のＵＥのＤＣＩ
は第１のＵＥの変調次数情報、空間レイヤ情報および電力比情報と、第２のＵＥのプリコ
ーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）および空間レイヤ情報を備える、および決
定されたＤＣＩを第１のＵＥへ送信する、ように構成されたすくなくとも１つのプロセッ
サを含むことができる基地局における無線通信のためのコンピュータ実行可能なコードを
記憶する例示的な非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。
【００２６】
　[0026]一態様において、第１のＵＥがベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、第２のＵＥが
エンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥでありまたは第１のＵＥはpre-Release 14　ＵＥで
あり第２のＵＥはRelease 14またはその後のＵＥである。
【００２７】
　[0027]電力比情報が無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して第１のＵＥと第
２のＵＥへ送信される。
【００２８】
　[0028]一態様において、電力比情報はトラヒック比対パイロット比（ＴＰＲ）である。
【００２９】
　[0029]ＴＰＲが第１のＵＥへの基準信号電力対トータルＢＬデータリソースエレメント
（ＲＥ）電力の比を示す。
【００３０】
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　[0030]本開示はさらにＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を電力比
情報が含むことを含む。
【００３１】
　[0031]本開示は無線通信のための例示方法および装置を提供する。たとえば、本開示は
、第１のユーザ機器（ＵＥ）と第２のＵＥに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）エン
ハンスメントに関連づけられた１つまたは複数の情報のセットをセルにおいて決定するこ
と、ここにおいて１つまたは複数の情報のセットは、空間レイヤ情報、変調次数情報およ
び電力比情報を含む、および１つまたは複数のセットの情報を第１のＵＥおよび第２のＵ
Ｅへ送信すること、第１および第２のＵＥはセルと通信中である、を含むことができる無
線通信のための例示方法を提供する。
【００３２】
　[0032]さらに本開示は第１のＵＥと第２のＵＥのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に関
連づけられた１つまたは複数の情報のセットを第１のユーザ機器（ＵＥ）において受信す
ることと、ここにおいて、前記１つまたは複数のセットの情報は空間レイヤ情報、変調次
数情報、および電力比情報を備え、および受信された空間レイヤ情報、変調次数情報およ
び電力比情報の１つまたは複数のセットに基づいて第１のＵＥにおいて受信された信号を
復号することと、を含むことができる無線通信のための例示方法を提供する。
【００３３】
　[0033]本開示は無線通信のための例示方法および装置を提供する。たとえば、第１のユ
ーザ機器（ＵＥ）および第２のＵＥに関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に関連づけ
られた情報の１つまたは複数のセットをセルにおいて決定することと、ここにおいて、１
つまたは複数のセットの情報は空間レイヤ情報、変調次数情報および電力比情報を備える
、および１つまたは複数のセットの情報を第１のＵＥおよび第２のＵＥへ送信する、第１
のＵＥおよび第２のＵＥはセルと通信中である。
【００３４】
　[0034]さらに、本開示は第１のＵＥと第２のＵＥのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）エ
ンハンスメントに関連づけられた１つまたは複数のセットの情報を第１のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）において受信することと、ここにおいて１つまたは複数のセットの情報は空間レイヤ
情報、変調次数情報、および電力比情報を備える、および受信された空間レイヤ情報、変
調次数情報および電力比情報の１つまたは複数のセットに基づいて第１のＵＥにおいて受
信された信号を復号することと、を含むことができる無線通信のための例示方法を提供す
る。
【００３５】
　[0035]上述した目的および関連する目的の達成のために、１つまたは複数の態様は、後
に十分に説明され、特許請求の範囲内において特に指摘される特徴を備える。次の説明お
よび付属の図面は、１つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細に記載する。
これらの特徴は、しかしながら、様々な態様の原理が用いられうる様々な手法のほんの一
部を示しており、この説明は、全てのそのような態様およびそれらの同等物を含むよう意
図される。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】[0036]図１は、本開示の態様における、例示無線システムを図示するブロック図
である。
【図２】[0037]図２は本開示の態様に従う例示方法の態様を図示するフロー図である。
【図３】[0038]図３は本開示の態様に従う例示電力分割を図示するチャートである。
【図４】[0039]図４は本開示の態様に従う例示電力分割を図示するチャートである。
【図５】[0040]図５は本開示の態様に従うネットワークアーキテクチャの一例を示す図で
ある。
【図６】[0041]図６は、本開示の態様における、アクセスネットワークの例を図示する図
である。
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【図７】[0042]図７は本開示のある特定の態様にしたがって、ＬＴＥにおけるＤＬフレー
ム構造の例を例示する図である。
【図８】[0043]図８は本開示のある特定の態様にしたがって、ＬＴＥにおけるＵＬフレー
ム構造の例を例示する図である。
【図９】[0044]図９は本開示のある特定の態様にしたがって、ユーザおよび制御プレーン
のための無線プロトコルアーキテクチャの例を例示する図である。
【図１０】[0045]図１０は本開示のある特定の態様にしたがって、アクセスネットワーク
内における発展型ノードＢおよびユーザ機器の例を例示する図である。
【発明の詳細な説明】
【００３７】
　[0046]添付の図面に関連して以下に述べられる詳細な説明は、さまざまな構成の説明を
意図したものであり、本明細書において説明される概念が実現され得る、唯一の構成を表
すことを意図したものではない。詳細な説明は、さまざまな概念の完全な理解を提供する
ために、具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なし
に実現され得ることは当業者にとって明らかであろう。いくつかの事例において、周知の
コンポーネントが、そのような概念を曖昧にすることを避けるためにブロック図の形態で
示される。
【００３８】
　[0047]ここでは、電気通信システムのいくつかの態様が、さまざまな装置および方法に
関連して提示される。これらの装置および方法は、以下の詳細な説明において説明され、
添付の図面において、さまざまなブロック、モジュール、コンポーネント、回路、ステッ
プ、処理、アルゴリズム等（集合的には「エレメント」と呼ばれる）により例示されてい
る。これらのエレメントは、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェア、またはこれ
らの任意の組み合わせを使用してインプリメントされ得る。そのようなエレメントがハー
ドウェアとしてインプリメントされるかソフトウェアとしてインプリメントされるかは、
システム全体に課された特定の用途および設計の制約に依存する。
【００３９】
　[0048]例示として、エレメントまたはエレメントの任意の部分またはエレメントの任意
の組み合わせは、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」としてインプリメ
ントされることができる。プロセッサの例はマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ
、グラフィクス処理ユニット（ＧＰＵｓ）、中央処理装置（ＣＰＳｓ）、アプリケーショ
ンプロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰｓ）、縮小命令セットコンピューテ
ィング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システムオンチップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプロセッ
サ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡｓ）、プログラマブルロジックデ
バイス（ＰＬＤｓ）、ステートマシン、ゲートロジック、ディスクリートハードウエア回
路、およびこの開示全体を通して記載された種々の機能性を実行するように構成される他
の適切なハードウェアを含む。処理システム内の１つまたは複数のプロセッサはソフトウ
ェアを実行することができる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドル
ウェア、マイクロコード、ハードウェア記述言語またはその他で呼ばれるかどうかにかか
わらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム
、サブプログラム、ソフトウエアコンポーネント、アプリケーション、ソフトウエアアプ
リケーション、ソフトウエアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行
ファイル、実行のスレッド、プロシージャ、機能等を意味するように広く解釈されなけれ
ばならない。
【００４０】
　[0049]したがって、１つまたは複数の典型的な実施形態では、説明された機能は、ハー
ドウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組み合わせでインプリ
メントされ得る。ソフトウェアでインプリメントされる場合、これらの機能は、コンピュ
ータ読取可能な媒体上に、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶されるか、ある
いは１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る。コンピュータ読取可能な
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媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ
ることができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコ
ンピュータ読み取り可能媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモ
リ（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コ
ンパクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク
記憶装置または他の磁気記憶デバイス、コンピュータ読み取り可能媒体の前述のタイプの
組み合わせ、あるいはコンピュータによってアクセスされることができるデータ構造また
は命令の形式でコンピュータ実行可能コードを記憶するために使用されることができる任
意の他の媒体を備えることができる。
【００４１】
　[0050]この開示は、基地局から１つまたは複数のＵＥｓへＤＣＩを送信するＤＣＩマネ
ージャ１６２および／またはセルに関する。たとえば、基地局はＵＥ１１０の変調次数情
報、空間レイヤ情報および電力比情報と第２のＵＥのプリコーディングマトリクスインジ
ケータ（ＰＭＩ）と空間レイヤ情報を含むことができるＢＬ　ＵＥ（例えば、ＵＥ１１０
）に関するＤＣＩを決定することができ、決定されたＤＣＩをＵＥ１１０へ送信すること
ができる。受信側において、ＵＥ１１０はセル１６０から受信されたＤＣＩを用いてＵＥ
１１０へ送信された信号を復号することができる。
【００４２】
　[0051]図１を参照すると、ネットワークエンティティ１５０とＵＥｓ１１０および／ま
たは１２０との間の無線通信を容易にする無線通信システム１００が図示される。たとえ
ば、無線通信システム１００は１つまたは複数の無線リンク１１４および／または１１６
を介して通信することができるネットワークエンティティ１５０を含む。一態様において
、ネットワークエンティティ１５０はＵＥ１１０との通信をサポートする１つまたは複数
のセル１６０を含むことができる。例えば、一態様において、リンク１１４はＵＥ１１０
からネットワークエンティティ１５０および／またはセル１６０への通信をサポートする
ためのアップリンク（ＵＬ）として構成されることができ、リンク１１６はネットワーク
エンティティ１５０および／またはセル１６０からＵＥ１１０への通信をサポートするダ
ウンリンク（ＤＬ）として構成されることができる。さらに、ネットワークエンティティ
１５０および／またはセル１６０は１つまたは複数の無線リンク１２４および／または１
２６を介してＵＥ１２０と通信することができる。一態様において、たとえば、リンク１
２４はＵＥ１２０からネットワークエンティティ１５０および／またはセル１６０への通
信をサポートするためのアップリンク（ＵＬ）として構成されることができ、リンク１２
６はネットワークエンティティ１５０および／またはセル１６０からＵＥ１２０へのダウ
ンリンク（ＤＬ）として構成されることができる。
【００４３】
　[0052]一態様において、セル１６０はパワードメイン(power domain)においてＵＥｓ１
１０と１２０を多重化することができる。すなわち、セル１６０は非直交多元接続を用い
てパワードメインにおいてＵＥｓ１１０と１２０に向けられた信号を多重化することがで
きる。たとえば、一態様においてセル１６０は非直交多元接続に関するベースレイヤ（Ｂ
Ｌ）とエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥとしてＵＥ１１０とＵＥ１２０に向けられた
信号を多重化することができる。受信側において、ＵＥｓで受信された多重化信号はＵＥ
１１０および／または１２０において分離される（すなわち、復号される）ことができる
。たとえば、干渉相殺技術、たとえば、逐次干渉キャンセル（ＳＩＣ）はＵＥで受信され
た信号を成功裏に復号するために使用されることができ、あるいは干渉は相対的に低い場
合にはＵＥにおいて無視されることができる。本開示はダウンリンク通信のコンテキスト
においてＮＯＭＡについて論ずるけれども、ＤＬ通信に限られるものではなく、ＵＬ通信
、たとえば、多元接続チャネルにも使用されることができる。
【００４４】
　[0053]たとえば、一態様において、変調次数分割(modulation order split)はＮＯＭＡ
をインプリメントするために使用されることができる。たとえば、共有された空間レイヤ
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(shared spatial layer)の場合、セル１６０は均一の結合されたコンステレーション(uni
form combined constellation)を使用することができ、各ＵＥ（例えば、ＵＥ１１０およ
び／または１２０）は変調されたシンボルに対してあるビットにマップされることができ
る。たとえば、結合されたコンステレーションは６４ＱＡＭであり得、ＢＬは２つの最上
位ビット（ＭＳＢｓ）を用いることができＥＬは４つの最下位ビット（ＬＳＢｓ）を使用
することができ、結果としてそれぞれＢＬとＥＬに関してＱＰＳＫ＋１６ＱＡＭ分割を生
じる。しかしながら、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）はセル１６０から送信された信号
を成功裏に復号するためにＢＬ／ＥＬ　ＵＥｓにより必要とされるさらなる情報を提供す
るために強化(enhanced)（たとえば、変調される、更新される、等）されなければならな
い。
【００４５】
　[0054]たとえば、一態様において、セル１６０は、同じ時間間隔にわたり同一周波数を
用いるように構成されることができるが、パワードメインにおいて異ならせて構成される
ことができるＵＥｓ１１０および１２０に信号を送信することができる。たとえば、セル
１６０は、ＵＥ１１０がセルの中心近くにいるときＵＥ１１０にセルからより強い信号を
送信することができＵＥ１２０がセル１６０のエッジにいるかもしれないときＵＥ１２０
に弱い信号を送信することができる。即ち、セル１６０はセル１６０への近接度の違いに
基づいてＵＥｓ１１０および１２０に電力を異ならせて同一信号を送信することができる
。
【００４６】
　[0055]たとえば、一態様において、セル１６０はＵＥ１１をベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥ
として構成することができ、ＵＥ１２０をエンハンスメントレイヤ（ＥＬ）ＵＥとして構
成することができる。ＢＬ　ＵＥ(例えば、ＵＥ１１０)への送信はセル１６０への近接度
に基づいて（受信側において）より高い電力におよび（受信側において）より低い電力に
ある。ＵＥ１１０はセル１６０から送信された多重化された信号を受信し、ＵＥ１２０に
向けられた信号は（ＵＥ１１０に向けられた信号の電力に比べたとき）その相対的に弱い
電力によりＵＥ１１０による雑音として考察され得るのでＵＥ１２０に向けられた信号を
無視することによりセル１６０からの送信された多重化信号からＵＥ１１０に向けられた
信号を復号する。さらに、または任意に、ＵＥ１２０はセル１６０から送信された多重化
信号を受信し、干渉相殺技術、たとえば、逐次干渉キャンセル（ＳＩＣ）を用いることに
よりＵＥ１２０に向けられた信号を復号する。
【００４７】
　[0056]さらに、一態様において、ＵＥ１１０（例えば、ＢＬ　ＵＥ）およびＵＥ１２０
（例えば、ＥＬ　ＵＥ）は、更新されたＮＯＭＡシグナリングを含むことができるＤＣＩ
エンハンスメントをサポートするRelease 14（またはその後の）ＵＥｓであり得る。さら
なるまたは任意の態様において、たとえば、ＵＥ１１０（例えば、ＢＬ　ＵＥ）は更新さ
れたＮＯＭＡシグナリングをサポートすることができないpre-Release 14　ＵＥであるこ
とができＵＥ１２０（例えば、ＥＬ　ＵＥ）はＤＣＩエンハンスメントをサポートするRe
lease 14（またはその後の）ＵＥであり得る。しかしながら、Release 14（またはその後
の）シグナリングをサポートすることができないＵＥ１１０はＵＥ１１０に向けられた信
号を復号するためのようにシグナリングを解釈する可能性がある。
【００４８】
　[0057]本開示において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２はＵＥｓ（
たとえば、ＢＬおよびＥＬ　ＵＥｓ）に割り当てられたリソースブロック（ＲＢｓ）のセ
ットは、リソースの部分的オーバーラップなくして、シグナリングの簡単化のために同じ
である（これに限らないが）。さらに、ＢＬ　ＵＥにより使用される空間レイヤはＥＬ　
ＵＥにより使用される空間レイヤのサブセットである。さらに、セル１６０および／また
はＤＣＩマネージャ１６２はシングルユーザＤＣＩからＤＣＩを構築（たとえば、インプ
リメント、設計、等）することができ、ＵＥがパワードメインで多重化された送信された
信号を成功裏に復号することができるように他のＵＥｓに関連づけられた情報を含むよう
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に余分のフィールド（例えば、ビット等）を追加することができる。たとえば、ＤＣＩに
含まれるさらなる情報はＢＬ／ＥＬインジケータ（たとえば、ＵＥがＢＬ／ＥＬ　ＵＥか
どうか、ＵＥの空間レイヤ使用、および／または変調次数情報等を示すビット）を含むこ
とができる。
【００４９】
　[0058]一態様において、ネットワークエンティティ１５０は、ＵＥ１１０および／また
は１２０がネットワークエンティティ１５０と通信するためにリンク１１４、１１６、１
２４、および／または１２６と通信しおよび／または確立し、維持することを可能にする
１つまたは複数の任意のタイプのネットワークコンポーネント、たとえば、基地局（ＢＳ
）またはＮｏｄｅＢまたはｅＮｏｄｅＢ、セル（例えば、セル１６０）、またはフェムト
セル、リレー、ピアツーピアデバイス、認証、オーソライゼーション、およびアカウンテ
ィング（ＡＡＡ）サーバ、モバイルスイッチングセンター（ＭＳＣ）、無線ネットワーク
コントローラ（ＲＮＣ）等を含む基地局を含むことができる。
【００５０】
　[0059]さらなる態様において、ＵＥｓ１１０および／１２０はまた、モバイル局、加入
者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モ
バイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モ
バイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンド
セット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアントとして、または何ら
かの他の適した専門用語で当業者によって呼ばれ得る。
【００５１】
　[0060]たとえば、一態様において、セル１６０はセル１６０とＵＥｓ１１０／１２０と
の間の通信のためにＤＣＩマネージャ１６２のインスタンスで構成されることができる。
さらなる態様において、ＵＥｓ１１０および／またはＵＥ１２０はUEs１１０／１２０お
よびセル１６０との間の通信のためにＤＣＩマネージャ１１２／１２２のインスタンスで
構成されることができる。さらに、一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマ
ネージャ１６２は基地局において、第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御
情報（ＤＣＩ）を決定することができる。ここにおいて第１のＵＥに関するＤＣＩは第１
のＵＥの変調次数情報、空間レイヤ情報、および電力比情報および第２のＵＥのプリコー
ディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）および空間レイヤ情報を備え、決定されたＤ
ＣＩを第１のＵＥへ送信する。さらなるまたは任意の態様において、ＵＥ１１０および／
またはＤＣＩマネージャ１１２はＵＥ１１０の変調次数情報、空間レイヤ情報、および電
力比情報およびＵＥ１２のプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）および空
間レイヤ情報に基づいて基地局１６０から送信された信号を復号することができる。さら
なる追加または任意の態様において、ＵＥ１２０および／またはＤＣＩマネージャ１２２
はＵＥ１２０の変調次数情報、空間レイヤ情報、および電力比情報、およびＵＥ１１０の
プリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）および空間レイヤ情報に基づいて基
地局１６０から送信された信号を復号することができる。
【００５２】
　[0061]図２は本開示の一態様において、図１のＤＣＩマネージャ６２０により実行され
ることができるセル１６０における無線通信の例示方法２００を図示する。
【００５３】
　[0062]一態様において、ブロック２１０において方法２００は、基地局において第１の
ユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を決定することを含む。こ
こにおいて第１のＵＥに関するＤＣＩは第１のＵＥの変調次数情報、空間レイヤ情報、お
よび電力比情報と、第２のＵＥのプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）お
よび空間レイヤ情報を備える。たとえば、一態様において、セル１６０および／またはＤ
ＣＩマネージャ１６２は、空間的にプログラムされたプロセッサモジュール、またはＵＥ
１１０のセル１６０でＤＣＩ１７２を決定するためにメモリに記憶された空間的にプログ
ラムされたコードを実行するプロセッサのようなＤＣＩ決定コンポーネント１６４を含む
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ことができ、ここにおいてＵＥ１１０のためのＤＣＩ１７２はＵＥ１１０の変調次数情報
、空間レイヤ情報および電力比情報、およびＵＥ１２０のプリコーディングマトリクスイ
ンジケータ（ＰＭＩ）および空間レイヤ情報を備える。
【００５４】
　[0063]たとえば、一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２
はＵＥ１１０に関するＤＣＩ１７２を決定することができる。一態様において、ＵＥ１１
０に関するＤＣＩ１７２はＵＥ１１０の変調次数情報、空間レイヤ情報および電力比情報
を含むことができる。しかしながら、受信側において、ＵＥ１１０はＵＥ１１０へ送信さ
れた（または向けられた）信号を適切に復号するためにＵＥ１２０に関連づけられた情報
を必要とするかもしれない。ＵＥ１２０に関連したそのような情報はＵＥ１２０のＰＭＩ
および空間レイヤ情報（例えば、空間レイヤ使用）を含むことができる。それゆえ、セル
１６０および／またはＤＣＩマネージャ１７２はＵＥ１１０に関するＤＣＩ１７２内にＵ
Ｅ１２０に関連づけられたそのような情報を含むことができる。言い換えれば、ＮＯＭＡ
通信に関するＤＣＩフォーマットは強化され、更新され、変更等されることができるので
、ＵＥ１２０に関連づけられたさらなる情報がＤＣＩ１７２内に含まれることができ、Ｕ
Ｅ１１０はＵＥ１１０に送信された信号を成功裏に復号されることができる。すなわち、
３ＧＰＰ　Release 14（またはその後の）におけるＤＣＩはRelease 14（またはその後の
）ＵＥｓをサポートするようにエンハンスされる(enhanced)ことができる。ＤＣＩエンハ
ンスメントはpre-Release 14　ＵＥｓとの後方互換性を提供するような方法でインプリメ
ントされることができる。同様に、セル１６０および／またはＤＣＨマネージャ１６２か
らのＵＥ１２０へ送信されることができるＤＣＩ１７４はＵＥ１２０の変調次数情報、空
間レイヤ情報および電力比情報と、ＵＥ１１０のＰＭＩおよび空間レイヤ使用情報も含む
ことができる。
【００５５】
　[0064]一態様において、たとえば、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２
は両方のＵＥｓ（例えば、ＵＥｓ１１０および１２０）に対して共通ベースプリコーディ
ングマトリクスを使用することができ、ＤＣＩを介してＵＥに共通のベースプリコーディ
ングマトリクスのインデックス（例えば、プリコーディングマトリクス内のカラム）をシ
グナルすることができる。たとえば、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２
はＤＣＩ１７２を介してＵＥ１１０へＵＥ１１０に関連づけられた共通のベースプリコー
ディングマトリクスに対するインデックスをシグナル（例えば、伝送(transmit)、送信(s
end)等）することができ、および／またはＤＣＩ１７４を介してＵＥ１２０に、ＵＥ１２
０に関連づけられた共通のベースプリコーディングマトリクスへのインデックスをシグナ
ルすることができる。さらに、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は両方
のＵＥｓにより使用される空間レイヤを各ＵＥにシグナルすることができる。すなわち、
セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２はＵＥｓ１１０および１２０により使
用される空間レイヤをＵＥ１１０とＵＥ１２０にシグナルすることができる。すなわち、
一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２はＢＬ　ＵＥ１１０
およびＥＬ　ＵＥ１２０により使用される空間レイヤのセットについての情報をＢＬ　Ｅ
Ｕ１１０へ送信することができる。同様に、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ
１６２はＥＬ　ＵＥ１２０により使用される空間レイヤのセットについての情報をＥＬ　
ＵＥ１２０およびＢＬ　ＵＥ１１０へ送信することができる。本開示はＵＥ１１０のコン
テキストにおけるＤＣＩエンハンスメントを記載するけれども、ＥＬに必要な変更を用い
てＵＥ１２０に適用される。
【００５６】
　[0065]一態様において、たとえば、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２
は２つの空間レイヤでＵＥ１１を構成しおよび／または４つの空間レイヤでＵＥ１２０を
構成することができる。たとえば、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は
ＵＥ（例えば、ＵＥ１１０）により使用空間レイヤ（たとえば、プリコーディングマトリ
クスのカラム、４×４マトリクス）に関連した情報をＵＥｓ１１０および１２０に送信し
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、逆もまた同様である。
【００５７】
　[0066]一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は第１のＵ
Ｅと第２のＵＥ（例えば、ＵＥ１２０）により使用される空間レイヤを第１のＵＥ（例え
ば、ＵＥ１１０）に示すために２つのビットマップを使用することができる。セル１６０
により使用されるビットマップの長さはセル１６０における送信（ＴＸ）アンテナ（例え
ば、１、２、４等）の数に基づいて設定されることができる。さらに、一態様において、
１つのＵＥのビットマップは他のＵＥのビットマップのサブセットであり得る。すなわち
、ＵＥ１１０に関して使用されるビットマップはＵＥ１２０に関して使用されるビットマ
ップのサブセットであり得、逆もまた同様である。たとえば、４つの空間レイヤの合計で
（例えば、図３の空間レイヤ３１０、３２０、３３０および３４０および図４の空間レイ
ヤ４６０、４７０、４８０および４９０と呼ばれる空間レイヤ１、２、３および４）、セ
ル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２はＵＥ１１０が空間レイヤ１および２を
使用するように、および／またはＵＥ１２０が空間レイヤ１、２、および４を使用するよ
うに構成されることができる。このため、ＵＥ１１０の空間レイヤに関するビットマップ
は「１１００」により表されることができ、ＵＥ１２０の空間レイヤに関するビットマッ
プは「１１０１」により表されることができる。さらなる態様において、セル１６０およ
び／またはＤＣＩマネージャ１６２はＵＥがＢＬ　ＵＥまたはＥＬ　ＵＥであるかどうか
を示すためにさらなるビット（例えば、１つのさらなるビット）を使用することができる
。
【００５８】
　[0067]さらなるまたは任意の態様において、たとえば、セル１６０および／またはＤＣ
Ｉマネージャ１６２はＵＥがＢＬ　ＵＥまたはＥＬ　ＵＥであるかどうかを示す余分のビ
ット(an extra bit)と共にセル１６０でＴＸアンテナ（例えば、１、２、４等）の数と同
じサイズ（例えば、長さ等）に設定されたビットマップの長さを有するＵＥ１１０に関す
るビットマップを送信することができる。さらに、ＵＥがＢＬ　ＵＥである場合、エンハ
ンストレイヤ（ＥＬｓ）はＢＬ　ＵＥのビットマップのスーパーセットにより示されるこ
とができ、第２のビットマップは第１のビットマップにすべて「０」を列挙する(enumera
te)。さらに／任意に、ＵＥがＥＬ　ＵＥである場合、ＢＬレイヤ使用はサブセットであ
り得、第２のビットマップはすべて「１」のロケーションを第１のビットマップに列挙す
る。これは以下に示す例に記載されるように、任意の空間レイヤの組み合わせを可能にす
る柔軟性を提供する。
【００５９】
　[0068]たとえば、ＵＥがＢＬ　ＵＥであり、（４つの空間レイヤからの）空間レイヤ１
および２で構成されるまたはサービスされる場合、ペアとなる(paired)ＥＬ　ＵＥは少な
くとも空間レイヤ１および２（それはスーパーセットである）を占有するであろう。さら
に、ペアとなるＥＬ　ＵＥはまた残りのいくつかまたはすべての空間レイヤ（例えば、空
間レイヤ３および４）を占有することができる。これはＢＬ　ＵＥに割り当てられていな
い２ビットのビットマップ長を用いて示されることができる。たとえば、それが「１０」
により表される場合、それはＥＬ　ＵＥ１２０が同様に空間レイヤ３を占有することを意
味し、それはＥＬのみの空間レイヤである。他の例において、ＵＥがＥＬ　ＵＥであり空
間レイヤ１および２でサービスされる場合、第１のビットマップは空間レイヤ３および４
がＵＥ１２０に割り当てられないことを示すために「１１００」であり得る。ペアとなる
ＢＬ　ＵＥ（例えば、ＵＥ１１０）の場合、１つまたは複数の空間レイヤ１および２（サ
ブセットである必要がある）を占有することができる。たとえば、ペアとなるＵＥビット
マップが「０１」であり、長さが２ビットである場合、ＥＬ　ＵＥ１１０に割り当てられ
た空間レイヤ１および２に対応する。このビットマップ「０１」はＢＬ　ＵＥが空間レイ
ヤ２のみを占有するであろうことを意味する。
【００６０】
　[0069]一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２がＵＥ１１
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０を(例えば、セル１６０により送信されたさらなるビットにより示されることができる)
ＢＬ　ＵＥとして構成し、ビットマップ「１１００」を使用する場合、ＵＥ１１０は受信
されたビットマップを空間レイヤ１および２を使用するように構成されているとして解釈
することができる。そのようなシナリオにおいて、ペアにされたＵＥ、ＵＥ１２０はＥＬ
　ＵＥとして考慮され少なくとも空間レイヤ１および２を使用し、ＵＥ１２０のビットマ
ップに「０」ロケーションを列挙するためにより小さなビットマップが必要であろう。た
とえば、ＵＥ１２０が「０１」のビットマップを使用する場合、第３および第４空間レイ
ヤのうち、ＵＥ１２０は、フルビットマップが送信された場合「１１０１」により表され
る、第４レイヤのみを用いていることを意味する。これは、ＥＬ　ＵＥ空間レイヤのサブ
セットであり得る空間レイヤをＢＬ　ＵＥが用いている条件、依存性または関係性を利用
することにより(by taking advantage of)ビットマップ情報を送信するビット数を低減す
る。さらなる例において、ＵＥ１１０がＥＬ　ＵＥであり「１１００」のビットマップを
用いている場合、ＵＥ１２０はＢＬ　ＵＥであり最初の２つの空間レイヤのサブセットの
みを使用することができる。ＵＥ１２０ビットマップは「１０」であることができ、それ
は第１の空間レイヤを使用するだけである。
【００６１】
　[0070]さらなる追加の態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６
２はＵＥｓのペア（例えば、ＵＥ１１０とＵＥ１２０）に関する空間レイヤを示すために
ランクフィールド(rank fields)(例えば２つのＵＥｓに対して２つのランクフィールド)
を使用することができる。ランク情報はより小さなランクを有するＵＥのための空間レイ
ヤセットはより高いランクを有するペアを成すＵＥのための空間レイヤセットのサブセッ
トであり得ることを意味する。たとえば、ランク情報のコンテキストにおいて、４つのカ
ラムを有するプリコーディングマトリクスが使用される場合、１のランクは一般にＵＥが
第１カラムのみを使用するとして定義されることができ、２のランクは一般に、ＵＥが最
初の２つのカラムを使用するとして定義されることができ、および／または４のランクは
一般にＵＥがプリコーディングマトリクス内の４つのカラムすべてを使用するとして定義
されることができる。
【００６２】
　[0071]一態様において、たとえば、２つのビットマップを用いたプリコーディングマト
リクスアプローチは２つの送信（ＴＸ）アンテナを用いて使用されることができ、ジャス
トランクフィールド(just rank fields)を用いたプリコーディングマトリクスアプローチ
は４つのＴＸアンテナシステムを用いて使用されることができ、および／または代替コー
ドブック設計は８つのＴＸアンテナシステムに対して使用されることができる。さらなる
態様において、ＢＬ　ＵＥとして構成されるpre-Release 14　ＵＥはＢＬ　ＵＥに関する
プリコーディングベクトルに関してより少ない数の選択でサポートされることができる。
たとえば、４つのＴＸアンテナシステムの場合、ＢＬ　ＵＥ（例えば、ＵＥ１１０）はプ
リコーディングマトリクス「０」およびランク「１」(例えば、第１プリコーディングベ
クトル)およびＥＬ　ＵＥ　(例えば、ＵＥ　１２０)は同じプリコーディングマトリクス
「０」および第１、第３および第４カラムを用いることができる。
【００６３】
　[0072]さらに、一態様において、ＢＬ　ＵＥ　（例えば、ＵＥ　１１０）は各共有空間
レイヤにおいてＥＬ　ＵＥ（例えば、ＵＥ　１２０）の変調次数を必要とするかもしれず
、逆も同様である。しかしながら、変調次数分割ベース受信機の場合、他のＵＥのＰＭＩ
および空間レイヤ使用が利用可能であり、ＵＥが他のＵＥ（例えば、ＵＥ１２０）の情報
を復号する計画がない場合には、ＵＥは他のＵＥの変調およびコーディングスキーム（Ｍ
ＣＳ）を知る必要がない。
【００６４】
　[0073]たとえば、一態様において、１つのコードワードまたは２つのコードワードが使
用されることができ、空間レイヤマッピングへのコードワードは２つのＵＥｓ間で異なら
せることができる。たとえば、ＵＥ１１０は空間レイヤ１および２を使用されるように構
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成されることができ、ＵＥ１２０は空間レイヤ１、２および４を使用するように構成され
ることができる。一態様において、コードワード「ＣＷ１」は空間レイヤ１においてＵＥ
　１１０に関して使用されることができ、コードワード「ＣＷ２」はレイヤ２においてＵ
Ｅ１１０に関して使用されることができる。同様に、コードワード「ＣＷ１」はレイヤ１
および２においてＵＥ１２０に関して使用されることができ、コードワード「ＣＷ２」は
レイヤ４においてＵＥ１２０に関して使用されることができる。一態様において、セル１
６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は第２のＵＥの変調およびコーディングスキ
ーム（ＭＣＳ）を第１のＵＥに送信することができ逆も同様である。これはＵＥｓがそれ
らの固有の変調次数情報に加えて互いの変調次数情報を持つことを可能にする。ＭＣＳは
変調次数情報およびコーディングレートを含む。しかしながら、いくつかの受信機に関し
て、例えば、低減された複雑度最大尤度（ＲＭＬ）受信機の場合、ＰＭＩおよび空間レイ
ヤ使用において変調次数情報のみが必要である。コーディングレート情報は必要ない。
【００６５】
　[0074]さらに、一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は
ＢＬ　ＵＥとＥＬ　ＵＥの変調次数情報を両方のＵＥｓに送信することができる。たとえ
ば、一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は、ペアと成る
ＵＥ（例えば、ＵＥ　１２０）がシングルコードワード（ＳＣＷ）またはマルチコードワ
ード（ＣＷ）を使用しているかどうかをＵＥ１１０に示すために１ビットを使用すること
ができる。セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２がＳＣＷを備えたＵＥを構
成する場合、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は使用されている変調の
タイプ、例えば、４ＱＡＭ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭまたは２５６ＱＡＭを示すために２
ビットフィールドを送信することができる。セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ
１６２がＭＣＷを備えたＵＥを構成する場合、セル１６０および／またはＤＣＩマネージ
ャ１６２はＭＣＷ内のコードワードの各々の変調次数を示すことができる２ビットフィー
ルドのペア（例えば、２）を送信することができる。さらなるまたは任意の観点において
、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２はＳＣＷまたはＭＣＷが使用されて
いるかどうかを識別することができないかもしれず(may not differentiate)、コードワ
ードの各々の変調次数を示すために２ビットフィールドのペア（例えば、２つの２ビット
フィールド）を送信することができる。しかしながら、シングルコードワードが使用され
る場合、関連情報は１つの２ビットフィールドで伝送(sent)／送信(transmitted)される
ことができ、情報は他の２ビットフィールドで反復され得る。
【００６６】
　[0075]一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２はＵＥｓに
送信されたＤＣＩにおいてトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）を含むことができる。
ＴＰＲは一般に基準信号（例えば、共通基準信号ＣＲＳ)電力と、すべての空間レイヤに
またがるトータルデータリソースエレメント（ＲＥ）の比として定義されることができる
。さらに、共有空間レイヤまたはベースレイヤ電力に対するＥＬのみの空間レイヤの電力
比がＵＥｓに送信されることができる。図３および図４を参照して以下に詳細に記載する
ように、この情報に基づいて、ＵＥｓ１１０および／または１２０はＢＬおよびＥＬのみ
の空間レイヤの各々の電力を計算することができる。さらなるまたは任意の態様において
、セル１６０は（上述した）ＣＲＳまたは復調基準（ＤＭＲＳ）信号をＵＥｓに送信する
ことができる。たとえば、セル１６０がＣＲＳを送信する場合、ＴＰＲは無線リースコン
トロール（ＲＲＣ）シグナリングを介してシグナルされることができる。セル１６０がＤ
Ｍ－ＲＳを送信する場合、ＴＰＲは０　ｄＢに設定されることができさらなるシグナリン
グは必要ない。
【００６７】
　[0076]一態様において、ブロック２２０において、方法２００は情報の１つまたは複数
のセットを第１のユーザ機器（ＵＥ）と第２のＵＥに送信することを含むことができる。
たとえば、一態様において、セル１６０および／またはＤＣＩマネージャ１６２は、第１
のＵＥ(例えば、ＵＥ１１０)と第２のＵＥ（例えば、ＵＥ１２０）に情報の１つまたは複
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数のセットを送信するために、メモリに記憶された空間的にプログラムされたコードを実
行するプロセッサ、または空間的にプログラムされたプロセッサモジュールのようなＤＣ
Ｉ送信コンポーネント１６６を含むを含むことができる。一態様において、第１のＵＥ（
例えば、ＵＥ１１０）はベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、第２のＵＥ（例えば、ＵＥ１
２０）はエンハンスメントレイヤＵＥであり得る。ＵＥ１１０がセル１６０からＤＣＩ　
１７２を受信すると、ＵＥ１１０は上述したようにＤＣＩ　１７２を用いてセル１６０か
ら送信された信号を復号する。同様の方法で、ＵＥ１２０はＤＣＩ　１７４を用いてセル
１６０から送信された信号を復号する。
【００６８】
　[0077]さらに、受信側で、ＵＥ１１０は、ＵＳ１２０に向けて送信された信号は相対的
に弱い（すなわち、ＵＥ１１０に送信された信号に比べて）ので、ＵＥ１２０に送信され
た信号を無視することによりセル１６０から送信された信号を復号することができる。Ｕ
Ｅ１１０は図３および４を参照して以下に詳細に記載されるようにＵＥ１１０に送信され
たＤＣＩ　１７２に基づいて信号を復号することができる。同様に、ＵＥ１２０はＵＥ１
１０に送信された信号をキャンセルするためにＳＩＣを用いることによりＵＥ１２０に送
信された信号を復号することができる。さらに、一態様において、ＵＥｓ１１０と１２０
は、それぞれＤＣＩ１７２と１７４を解釈するためにＮＯＭＡシグナリングをサポートす
ることができるRelease 14（またはその後の）ＵＥｓであり得る。さらなる態様において
、ＵＥ１２０がRelease 14（またはその後のＵＥ）である場合にＵＥ１１０はpre-Releas
e 14ＵＥであり得、または両方のＵＥｓはRelease 14 （またはその後のＵＥｓ）である
。
【００６９】
　[0078]さらなる態様において、ＤＣＩマネージャ１１２と１２２はそれぞれＤＣＩｓ１
７２と１７４に基づいてＵＥｓ１１０と１２０に送信された信号を復号することができる
。したがって、ＤＣＩエンハンスメントはＮＯＭＡシグナリングをサポートするためによ
り柔軟性を提供するようにインプリメントされることができる。
【００７０】
　[0079]図３と図４は本開示の態様における例示電力分割を図示する。
【００７１】
　[0080]図３は、ＢＬ　ＵＥ１１０とＥＬ　ＵＥ　１２０であるＵＥｓのペアに関して構
成された４つの空間レイヤ（例えば、３１０、３２０、３３０および３４０）を用いた例
示電力分割を例示する。たとえば、空間レイヤ３１０と３２０は共有された空間レイヤ（
すなわち、ＢＬ　ＵＥ１１０とＥＬ　ＵＥ　１２０により共有された）であり、空間レイ
ヤ３３０と３４０はＥＬのみの空間レイヤ（例えばＵＥ１２０のみに関して構成される）
である。一態様において、ＢＬ　ＵＥ１１０とＥＬ　ＵＥ１２０は、Release 14（または
その後の）におけるＤＣＩへのエンハンスメントを含むことができるセル１６０から送信
されたＮＯＭＡシグナリングをサポート（例えば、処理する、解釈する、等）することが
できるRelease 14（またはその後の）ＵＥｓであり得る。
【００７２】
　[0081]たとえば、一態様において、ＵＥｓ１１０と１２０はRelease 14 （またはその
後の）ＵＥｓであり得、それぞれＢＬ　ＵＥとＥＬ　ＵＥであるペアとして構成されるこ
とができる。そのような態様において、２つの共有空間レイヤ（例えば、空間レイヤ３１
０と３２０）は同じトータル電力を有しセル１６０からシグナルされるまたは送信される
トラヒック対パイロット比（ＴＰＲ）により定義されることができる。さらに、変調次数
分割を共有空間レイヤに対して異ならせることができるので、共有空間レイヤに対してＥ
ｌ／ＢＬ電力分割を異ならせることができる。さらに、ＥＬのみの空間レイヤは等しい電
力を有することができ、ＥＬのみの空間レイヤの電力レベルは共有空間レイヤのトータル
電力に対する比（「Ｒ」）として定義される。
【００７３】
　[0082]一態様において、セル１６０はＤＣＩ　１７２、基準信号（例えば、共通基準信
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号（ＣＲＳ））、および／またはデータ信号をＵＥ　１１０、ＤＣＩ　１７４、ＣＲＳお
よび／またはデータ信号をＵＥ１２０に送信することができる。さらに、セル１６０はま
たＥＬのみの空間レイヤ電力の電力比「Ｒ」およびＴＰＲを送信することもできる。ＵＥ
１１０はこの情報を受信するとＣＲＳポート（例えば、ＣＲＳポート「Ｘ」）から送信さ
れたＣＲＳの電力を推定することができ、トータルデータ電力（例えば、ＲＥあたりのト
ータルデータ電力）「Ｙ」を計算することができる。たとえば、Ｙ＝Ｘ＊ＴＰＲ。さらに
、ＤＣＩ　１７２を介してセル１６０から受信された空間レイヤ情報に基づいて、合計４
つの空間レイヤがセル１６０により構成され空間レイヤの２つ（例えば、空間レイヤ１と
２）が共有空間レイヤ（例えば、ＢＬ　ＵＥとＥＬ　ＵＥのために構成された）であり、
他の２つの空間レイヤ（例えば、空間レイヤ３と４）はＥＬのみの空間レイヤ（例えば、
ＵＥ１２０のために構成された）として構成されるという情報をＵＥ１１０は有する。
【００７４】
　[0083]ＵＥ　１１０はさらに共有空間レイヤの電力「ＰＳ」を計算する。たとえば、Ｐ
Ｓ＝Ｙ／（ＮＳ＋（ＮＥＬ　Ｏｎｌｙ＊Ｒ））、ここにおいて、ＮＳは共有空間レイヤの
数を表し、ＮＥＬ　ＯｎｌｙはＥＬのみの空間レイヤの数を表す。それゆえ、２つの共有
空間レイヤおよび２つのＥＬのみの空間レイヤに基づいて、ＰＳ＝Ｙ／（２＋（２＊Ｒ）
）。ＰＳとＲに基づいて、ＵＥ１１０はＥＬのみの空間レイヤの電力を計算することがで
きる。たとえば、ＰＥＬ　Ｏｎｌｙ＝ＰＳ＊Ｒ。共有空間レイヤはＢＬとＥＬを含むので
、ＵＥ１１０は電力ＰＳを分割することによりＢＬとＥＬに関する電力を計算する。変調
次数ペアは異なる共有空間レイヤにおいて異なり得るので電力分割はそれぞれの空間レイ
ヤにおいてＢＬとＥＬの変調次数ペアに依存することができる。さらなるまたは任意の態
様において、各空間レイヤにおけるＢＬとＥＬ間の電力分割に関するより多くのオプショ
ンを提供するためにセル１６０から別のパラメータがシグナルされることができる。上記
記載はＢＬ　ＵＥ　１１０に関連するものであるけれども、同様の手続きはＵＥ１２０に
関連する空間レイヤの電力を決定するために使用されることができる。
【００７５】
　[0084]図４は本開示の例示態様における別の例示電力分割を図示する。たとえば、図４
はＢＬ　ＵＥ１１０とＥＬ　ＵＥ　１２０であるＵＥｓのペアに関して構成される４つの
空間レイヤ（例えば、４６０、４７０、４８０および４９０）を用いた例示電力分割を図
示する。たとえば、空間レイヤ４６０と４７０は共有空間レイヤ（すなわち、ＢＬ　ＵＥ
とＥＬ　ＵＥにより分割された）であり、空間レイヤ４７０と４９０はＥＬのみの空間レ
イヤ（例えば、ＵＥ１２０のみに関して構成される）である。一態様において、pre-Rele
ase 14ＵＥはＤＣＩエンハンスメントに関するシグナリングをサポートできずＵＥ１２０
はRelease 14（またはその後の）ＵＥであるので、ＢＬ　ＵＥ　１１０は、ＥＬ　ＵＥ（
例えば、ＵＥ１２０）をpre-Release 14 ＵＥとして気づくことができないpre-Release 1
4 ＵＥであり得る。しかしながら、さらなる態様において、ＢＬ　ＵＥ　１１０はReleas
e 14（またはその後の）ＵＥであり、ＵＥ１２０はＤＣＩエンハンスメントをサポートす
ることができるRelease 14（またはその後の）ＵＥであり得る。
【００７６】
　[0085]たとえば、ＢＬ　ＵＥ　１１０はpre-Release 14 ＵＥであり得、ＥＬ　ＵＥ　
１２０はRelease 14（またはその後の）ＵＥであり得る。そのような態様において、たと
えば、共有空間レイヤ（例えば、４６０と４７０）は異なるトータル電力であるが、例え
ば、ＲＲＣシグナリングを介してＵＥｓにシグナルされる、ＴＰＲにより定義され得る同
じＢＬ電力を有することができる。ＵＥｓ（例えば、ＵＥｓ１１０と１２０）はパイロッ
トの電力を計算することができ、セル１６０から受信されたＴＰＲを用いてデータ信号(
例えば、ＢＬの)の電力を計算することができる。共有空間レイヤのＥＬｓ４６４と４７
４の電力はそれぞれの共有空間レイヤの変調次数分割に基づいて計算されることができる
。さらに、共有空間レイヤ内の変調次数は異なり得るので、これは共有空間レイヤの異な
るトータル電力を生じ得る。
【００７７】
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　[0086]さらなる態様において、ＥＬのみの空間レイヤ（例えば、４８０と４９０）は等
しい電力を有することができＥＬのみの空間レイヤの電力は異なる方法で計算されること
ができる。たとえば、一態様において、ＥＬのみの空間レイヤの電力は共有空間レイヤに
おけるＢＬの電力に関連して定義されることができる。さらなるまたは任意の態様におい
て、ＥＬのみの空間レイヤの電力はＲＳの電力に関連して定義されることができる。
【００７８】
　[0087]たとえば、一態様において、セル１６０はＤＣＩ　１７２、基準信号（例えば、
共通基準信号（ＣＲＳ））、および／またはデータ信号をＵＥ１１０に送信することがで
き、ＤＣＩ　１７４、ＣＲＳおよび／またはデータ信号をＵＥ１２０に送信することがで
きる。さらに、セル１６０は、また、ＴＰＲと、共有空間レイヤ電力に対するＥＬのみの
空間レイヤ電力の電力比「Ｒ」とを送信することができる。ＴＰＲは、すべての空間レイ
ヤにわたるトータルＢＬデータＲＥ電力と、ＣＲＳ電力の比として、（ＥＬ　ＵＥ　１２
０の存在に気が付かない）ＢＬ　ＵＥ１１０により解釈される。ＵＥ１１０はこの情報を
受信すると、ＣＲＳポート（たとえば、ＣＲＳポート「Ｘ」）から送信されたＣＲＳの電
力を推定することができ、トータルＢＬデータＲＥ電力(例えば、ＲＥあたりのトータル
ＢＬデータ電力)「Ｙ」を計算することができる。たとえば、Ｙ＝Ｘ＊ＴＰＲ。さらに、
ＤＣＩ　１７２を介してセル１６０から受信された空間レイヤ情報に基づいて、ＵＥ１１
０は空間レイヤの２つ（例えば、空間レイヤ１と２）はＢＬ　ＵＥ　１１０に関して構成
されるという情報を有する。しかしながら、Release 14（またはその後の）シグナリング
を解釈することができるＥＬ　ＵＥ　１２０は、トータル４つの空間レイヤがセル１６０
により構成され、空間レイヤの２つ（例えば、空間レイヤ１と２）は共有空間レイヤであ
り、他の２つの空間レイヤ（例えば、空間レイヤ３と４）はＥＬのみの空間レイヤ（例え
ば、ＵＥ１２０に関して構成される）として構成されることを理解する。
【００７９】
　[0088]さらに、ＵＥ１１０は共有空間レイヤの電力「Ｐｓ」を計算する。たとえば、Ｐ
ｓ＝Ｙ／ＮＢＬであり、ここにおいてＮＢＬはＢＬ　ＵＥ１１０に関するＢＬ空間レイヤ
の数である。すなわち、２つのベースレイヤ（例えば、ＢＬｓ　４６２と４７２）がある
ので、Ｐｓ＝Ｙ／２である。さらに、ＥＬ　ＵＥ　１２０は、２つの共有空間レイヤと２
つのＥＬのみの空間レイヤの知識を有し、さらに共有空間レイヤ電力に対するＥＬのみの
空間レイヤ電力に関する比「Ｒ」を有する。しかしながら、各共有空間レイヤ内で、ＢＬ
に対するＥＬの電力比が「Ｚ」である場合、ＥＬ電力「Ｑ」が計算され、例えば、Ｑ＝Ｐ
ｓ＊Ｚであり、ここにおいて、異なる共有空間レイヤに関して変調次数ペアは異なること
ができることを空間レイヤが考慮するという点でＺはＢＬとＥＬの変調次数ペアに依存す
る。一態様において、共有空間レイヤにおけるレイヤ間の電力分割にさらなる選択を追加
するために別のパラメータが導入されることができる。たとえば、空間レイヤ１（４６０
）に関して、Ｑ１＝Ｐｓ＊Ｚ１であり，Ｑ２＝Ｐｓ＊Ｚ２であり、ここにおいて、Ｚ１と
Ｚ２は２つの共有空間レイヤにおいて異なり得る。さらに、ＥＬのみの空間レイヤ電力は
供給空間レイヤ電力を平均化し、たとえば、ＱＡｖｅｒａｇｅ＝（Ｑ１＋Ｑ２）／２およ
びシグナルされた比「Ｒ」を乗算する、例えばＥＬのみのレイヤ電力Ｑ＝ＱＡｖｅｒａｇ

ｅ＊Ｒにより計算されることができる。
【００８０】
　[0089]したがって、上述したように、共有された空間レイヤの各々のＢＬおよびＥＬレ
イヤとＥＬのみの空間レイヤの電力はセル１６０からＵＥｓ１１０および／または１２０
に送信された信号を連続的に復号するために計算されることができる。一態様において、
ＤＣＩマネージャ１１２は復号を行うことができおよび／またはＤＣＩマネージャ１２２
はＵＥ１２０の復号を行うことができる。
【００８１】
　[0090]図5は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ５００を例示する図である。ＬＴＥ
ネットワークアーキテクチャ５００は、発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Pack
et System）１００と称され得る。ＥＰＳは図１のセル１６０と同じかまたは類似であり
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得る１つまたは複数のセル１６０と、図１のＵＥｓ１１０／１２０と同じかまたは類似で
あり得るＵＥ５０２を含むことができ、セルの１つまたは複数とＵＥｓはＤＣＩマネージ
ャ１６２、１１２および／または１２２（図１）のインスタンスを含むことができ無線通
信のために構成されることができる。さらに、ＥＰＳは進化したＵＭＴＳ地上無線アクセ
スネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）５０４、進化したパケットコア（ＥＰＣ）５１０、ホ
ームサブスクライバサーバ（ＨＳＳ）５２０およびオペレータのＩＰサービス５２２を含
む。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができるが、簡単のためにこ
れらのエンティティ／インターフェースは図示されない。図示されるように、ＥＰＳはパ
ケット交換サービスを提供するが、当業者はこの開示全体にわたって提供される種々の概
念が回路交換サービスを提供するネットワークに拡張され得ることを容易に理解するであ
ろう。
【００８２】
　[0091]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）　５０６および他のｅＮＢｓ　５
０８を含む。ｅＮＢ ５０６は、ＵＥ ５０２に向かう(toward)ユーザおよび制御プレーン
プロトコルターミネーションを提供する。ｅＮＢ　５０６は、バックホール（たとえば、
Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮＢｓ　５０８に接続され得る。ｅＮＢ 506はま
た、基地局、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、
ベーシックサービスセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳ
Ｓ：extended service set）、または何らかの他の適切な専門用語で称され得る。ｅＮＢ
 506は、ＵＥ 502のためのＥＰＣ 510へのアクセスポイントを提供する。ＵＥ 502の例は
、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ラップトッ
プ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システム、マルチメディアデバイ
ス、映像デバイス、デジタルオーディオプレイヤ（例えば、ＭＰ３プレイヤ）、カメラ、
ゲーム機器、または任意の他の同様の機能を有するデバイスを含む。ＵＥ 502は、当業者
によって、モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニ
ット、遠隔ユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス
、遠隔デバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、遠
隔端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、あ
るいはその他適切な用語でも称されることができる。
【００８３】
　[0092]ｅＮＢ 506は、Ｓ６インターフェースによってＥＰＣ 510に接続される。ＥＰＣ
 510は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）512、他のＭＭＥ514、サービングゲート
ウェイ516、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ518を含む。ＭＭＥ 512
は、ＵＥ 502とＥＰＣ 510との間のシグナリングを処理する制御ノードである。一般に、
ＭＭＥ 512はベアラおよび接続管理を提供する。全てのユーザＩＰパケットは、自身がＰ
ＤＮゲートウェイ518に接続されたサービングゲートウェイ516を介して転送される。ＰＤ
Ｎゲートウェイ518は、ＵＥ ＩＰアドレス割当てだけでなく、その他の機能も提供する。
ＰＤＮゲートウェイ518は、オペレータのＩＰサービス522に接続される。オペレータのＩ
Ｐサービス522は、インターネットと、イントラネットと、ＩＰマルチメディアサブシス
テム（ＩＭＳ）と、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）とを含むことができる。
【００８４】
　[0093]図６はここに述べられるように、ｅＮＢｓ６０４および／またはＵＥｓ６０６は
各々ＤＣＩマネージャ（１６２、１１２、および１２２）を含むことができるＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ内のアクセスネットワーク６００の一例を図示する図である。一
態様において、ＵＥ６０６は図１のＵＥ１１０、１２０と同じかまたは類似であり得、お
よび／またはセル６０２は図１のセル１６０と同じか類似であり得る。この例において、
アクセスネットワーク６００は多数のセルラ領域（セル）６０２に分割される。より低い
電力クラスの１つまたは複数のｅＮＢ608は、セル602のうちの１つまたは複数と重複する
セルラ領域610を有することができる。低電力クラスのｅＮＢ608は、フェムトセル（たと
えば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ））、ピコセル、マイクロセル、または遠隔無線ヘッド（
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ＲＲＨ）であり得る。マクロｅＮＢｓ604は、それぞれセル602に別々に割り当てられ、セ
ル602内のＵＥ606すべてのために、ＥＰＣ510にアクセスポイントを提供するように構成
される。アクセスネットワーク600のこの例には集中コントローラが存在しないが、代替
の構成では、集中コントローラが使用されることができる。ｅＮＢ604は、無線ベアラ制
御、アドミッション制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサ
ービングゲートウェイ516への接続性を含む、無線関連のすべての機能を担当する。
【００８５】
　[0094]アクセスネットワーク600によって用いられる変調および多元接続スキームは、
展開されている特定の電気通信規格に依存して異なることができる。ＬＴＥの応用例では
、周波数分割複信（ＦＤＤ）および時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、
ＯＦＤＭがＤＬに使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬに使用される。以下の詳細な説明から
当業者が容易に理解するように、本明細書に提示されるさまざまな概念は、ＬＴＥの応用
例によく適している。しかしながら、これらの概念は、その他の変調および多元接続技術
を用いたその他の電気通信規格にまで容易に拡張されることができる。例として、これら
の概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ：Evolution-Data Opt
imized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mobile Broadband）に
拡張されることができる。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００ファミリー規格
の一部として、３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２）によって公表され
たエアインターフェース規格であり、モバイル局にブロードバンドインターネットアクセ
スを提供するためにＣＤＭＡを用いる。
【００８６】
　[0095]これらの概念はまた、ＴＤ－ＳＣＤＭＡのような、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭ
Ａ）（登録商標）およびＣＤＭＡの他の変形例を採用するユニバーサル地上無線アクセス
（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信のためのグローバルシステム、およびＯ
ＦＤＭＡを採用するFlash-OFDM、ＩＥＥＥ８０２．２０、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭ
ＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）に拡張
されることができる。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧＳＭ(登録
商標)は、３ＧＰＰの組織からの文書において説明されている。ＣＤＭＡ２０００および
ＵＭＢは、３ＧＰＰ２の組織からの文書において説明されている。用いられる実際のワイ
ヤレス通信規格および多元接続技術は、システムに課された特定の用途および全体的な設
計の制約に依存するだろう。
【００８７】
　[0096]ｅＮＢｓ 604は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有することがで
きる。ＭＩＭＯ技術の使用は、ｅＮＢ604が、空間領域を利用して、空間多重、ビームフ
ォーミング、および送信ダイバーシティをサポートすることを可能にする。空間多重化は
、同じ周波数上で同時にデータの異なるストリームを送信するために使用されることがで
きる。それらのデータストリームは、データレートを増すために単一のＵＥ606に、また
は、全システム容量を増加させるために複数のＵＥ606に、送信されることができる。こ
れは各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、その後、DL上の複数の送信アンテナを介して各空間的にプリコー
ディングされたストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ606（複数を含む）へ
到達し、それは、ＵＥ606（複数を含む）の各々が、そのＵＥ606に宛てられた１つまたは
複数のデータストリームを復元することを可能にする。UL上では、各ＵＥ606は、空間的
にプリコーディングされたデータストリームを送信し、それは、ｅＮＢ604が、空間的に
プリコーティングされた各データストリームのソースを識別することを可能にする。
【００８８】
　［0097］空間多重化は一般的に、チャネル状況が良好な場合に使用される。チャネル状
況がさほど良好でない場合には、１つまたは複数の方向に送信エネルギーを集中さるため
にビームフォーミングが使用されることができる。これは、複数のアンテナを介した送信
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のためにデータを空間的にプリコーディングすることによって、達成されることができる
。セルの端において優れたカバレッジを達成するために、単一ストリームのビームフォー
ミング伝送が送信ダイバーシティと組み合わせて使用されることができる。
【００８９】
　［0098]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークのさまざまな態様が、DLに関す
るＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関連して説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦＤ
Ｍシンボル内の多数のサブキャリアにわたってデータを変調する拡散スペクトル技法であ
る。サブキャリアは、正確な周波数で間隔が空けられている。この間隔は、これらのサブ
キャリアからのデータの復元を受信機に可能にさせる、「直交性」を提供する。時間領域
では、ＯＦＤＭシンボル間干渉を抑制するために、各ＯＦＤＭシンボルにガードインター
バル（例えば、サイクリックプリフィクス）が追加されうる。ULは、高いピーク対平均電
力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＤＦＴ拡散ＯＦＤ
Ｍ信号の形態でＳＣ－ＦＤＭＡを使用することができる。
【００９０】
　[0099]図７はＬＴＥ内のＤＬフレーム構造の一例を図示する図７００であり、それはＵ
Ｅ１１０、１２０（図１）のようなＵＥにより受信されることができる。フレーム（１０
 ｍｓ）が、１０個の等しいサイズのサブフレームに分割されることができる。各サブフ
レームは、２個の連続する（consecutive）タイムスロットを含むことができる。２個の
タイムスロットを表すためにリソースグリッドが使用されることができ、各タイムスロッ
トは、リソースブロックを含む。リソースグリッドは、複数のリソースエレメントに分割
される。ＬＴＥでは、１つのリソースブロックは、周波数領域における１２個の連続する
サブキャリアと、各ＯＦＤＭシンボルに１つのノーマルなサイクリックプリフィクスの場
合、時間領域における７個の連続するＯＦＤＭシンボルとを含み、すなわち、８４個のリ
ソースエレメントを含む。拡張されたサイクリックプリフィクスについて、リソースブロ
ックは、時間領域における６個の連続するOFDMシンボルを含み、７２個のリソースエレメ
ントを有する。リソースエレメントのうちのいくつかは、Ｒ 702、704として示されてい
るように、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。ＤＬ－ＲＳは、セル固有のＲＳ（ＣＲＳ
：Cell-specific RS）（共通ＲＳと呼ばれることもある）702と、ＵＥ固有のＲＳ（ＵＥ
－ＲＳ：UE-specific RS）704とを含む。ＵＥ－ＲＳ 704は、対応する物理DL共有チャネ
ル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）がマッピングされたリソースブロ
ック上のみで送信される。各リソースエレメントによって搬送されるビット数は、変調ス
キームに依存する。したがって、ＤＣＩマネージャ１１２、１２２を含む図１のＵＥ１１
０、１２０のようなＵＥがリソースブロックを受信すればするほど、変調スキームはより
高くなり、ＵＥに関するデータレートはより高くなる。
【００９１】
　[00100]図８はＬＴＥ内のＵＬフレーム構造の一例を図示する図８００であり、それは
ここに記載されるように、ＤＣＩマネージャ１１２、１２２（図１）を含むことができる
ＵＥ１１０、１２０（図１）のようなＵＥにより送信されることができる。ＵＬのために
利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに分割されること
ができる。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジに形成されることができ、
構成可能なサイズを有することができる。制御セクションにおけるリソースブロックは、
制御情報の送信のためにＵＥに割り当てられることができる。データセクションは、制御
セクションに含まれないすべてのリソースブロックを含むことができる。ＵＬフレーム構
造は、隣接する（contiguous）サブキャリアを含むという結果となり、これは、単一のＵ
Ｅにデータセクションにおける隣接するすべてのサブキャリアが割り当てられることを可
能にし得る。
【００９２】
　[00101]ＤＣＩマネージャ１１２、１２２を含むＵＥ１１０、１２０（図１）のような
ＵＥは制御情報をｅＮＢに送信するために制御セクション内のリソースブロック８１０ａ
、８１０ｂに割り当てられることができる。このＵＥはまた、ｅＮＢにデータを送信する
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ために、データセクションにおけるリソースブロック８２０ａ、８２０ｂを割り当てられ
ることができる。このＵＥは、制御セクションにおける割り当てられたリソースブロック
上で、物理UL制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）において
、制御情報を送信することができる。このＵＥは、データセクションにおいて割り当てら
れたリソースブロック上で、物理UL共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical uplink shared
 channel）において、データのみ、またはデータと制御情報の両方を送信することができ
る。ＵＬ送信は、１サブフレーム中の両スロットにわたることができ、周波数にわたって
ホッピング（hopping）することができる。
【００９３】
　[00102]物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：physical random access channe
l）830におけるリソースブロックのセットは、初期システムアクセスを実行し、ＵＬの同
期を達成するために使用されることができる。ＰＲＡＣＨ830は、ランダムシーケンスを
搬送するが、任意のＵＬデータ／シグナリングを搬送することはできない。各ランダムア
クセスプリアンブルは、連続する６個のリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。
開始周波数は、ネットワークによって特定される。すなわち、ランダムアクセスプリアン
ブルの送信は、ある特定の時間および周波数リソースに限られる。ＰＲＡＣＨの場合周波
数ホッピングはない。ＰＲＡＣＨの試みは、単一のサブフレーム（１ ｍｓ）において、
またはいくつかの隣接するサブフレームのシーケンスにおいて搬送され、ＵＥは、１フレ
ーム（１０ ｍｓ）につき１つのみのＰＲＡＣＨの試みを行うことができる。
【００９４】
　[0103]図9は、ＬＴＥにおけるユーザおよび制御プレーンのための無線プロトコルアー
キテクチャの例を例示する図1000である。無線プロトコルアーキテクチャはＤＣＩマネー
ジャのインスタンス（例えば、１６２、１１２、１２２）を含むことができるＵＥ１１０
、１２０（図１）のようなＵＥ、および／またはセル１６０のようなセルにより使用され
ることができる。無線アーキテクチャは３つのレイヤを含む：レイヤ１、レイヤ２、およ
びレイヤ３。レイヤ１（L１レイヤ）は、最下位のレイヤであり、物理レイヤのさまざま
な信号処理機能をインプリメントする。L１レイヤは、本明細書において物理レイヤ906と
称され得る。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）908は、物理レイヤ906よりも上位であり、物理レイ
ヤ906を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００９５】
　[00104]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ908は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ：media ac
cess control）サブレイヤ910、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link control）サブレ
イヤ912、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：packet data converg
ence protocol）914サブレイヤを含み、それらは、ネットワーク側のｅＮＢで終端する。
示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ518で終端するネット
ワークレイヤ（例えば、ＩＰレイヤ）や、接続の他端（例えば、遠端のＵＥ、サーバ、等
）で終端するアプリケーションレイヤを含む、Ｌ２レイヤ908よりも上の、いくつかの上
位レイヤを有することができる。
【００９６】
　[00105]ＰＤＣＰサブレイヤ914は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間での多重化
を提供する。ＰＤＣＰサブレイヤ914はまた、無線送信のオーバーヘッドを低減させるた
めに上位レイヤのデータパケットのヘッダの圧縮を提供し、それらのデータパケットを暗
号化することによってセキュリティを提供し、ｅＮＢ間でのＵＥのハンドオーバーのサポ
ートを提供する。ＲＬＣサブレイヤ912は、上位レイヤのデータパケットのセグメンテー
ションおよびリアセンブリと、損失データパケットの再送と、ハイブリッド自動再送要求
（ＨＡＲＱ）のため順序がずれた受信を補償するためのデータパケットの並び替えと、を
提供する。ＭＡＣサブレイヤ910は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多
重化を提供する。ＭＡＣサブレイヤ910はまた、１つのセルにおけるさまざまな無線リソ
ース（例えば、リソースブロック）のＵＥ間での割り当てを担当する。ＭＡＣサブレイヤ
910はまた、ＨＡＲＱ演算を担当する。
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[00106]制御プレーンにおいて、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチ
ャは、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないという点を除き、物理レイヤ906およ
びＬ２レイヤ908の場合と実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（L３レイ
ヤ）における無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ916を含
む。ＲＲＣサブレイヤ916は、無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間でＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００９７】
　[00107]図10は、アクセスネットワークにおいてＵＥ1050と通信するｅＮＢ 1010のブロ
ック図である。ｅＮＢ１０１０はＤＣＩマネージャ１６２を含むセル１６０と同じかまた
は類似であり得、ＵＥ１０５０は図１のＤＣＩマネージャ１１２、１２２を含むＵＥ１１
０、１２０と同じか類似であり得る。ＤＬにおいて、コアネットワークから、上位レイヤ
のパケットが、コントローラ／プロセッサ1075に提供される。コントローラ／プロセッサ
1075は、Ｌ２レイヤの機能をインプリメントする。ＤＬにおいて、コントローラ／プロセ
ッサ1175は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケットのセグメンテーションおよび並び替え、論
理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化、さまざまな優先順位メトリック
に基づいたＵＥ 1050に対する無線リソースの割り当てを提供する。コントローラ／プロ
セッサ1075はまた、ＨＡＲＱ演算、損失パケットの再送、ＵＥ 1050へのシグナリングを
担当する。
【００９８】
　[00108]送信（ＴＸ）プロセッサ1016は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
のさまざまな信号処理機能をインプリメントする。これらの信号処理機能は、ＵＥ 1050
における前方誤り訂正（ＦＥＣ：forward error correction）を容易にするように符号化
およびインターリーブすることと、さまざまな変調スキーム（例えば、２相位相変調（Ｂ
ＰＳＫ）、４相位相変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ相位相変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ値直交振幅変調
（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて、信号コンステレーションにマッピングすることとを含む。
符号化された、ならびに変調されたシンボルは、その後並行なストリームに分けられる。
各ストリームは、その後ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／また
は周波数領域において基準信号（例えば、パイロット）とともに多重化され、そして、逆
高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用してともに結合され、時間領域のＯＦＤＭシンボル
ストリームを搬送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ス
トリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器1074からの
チャネル推定値は、符号化および変調スキームの決定だけでなく、空間処理のために使用
されることができる。チャネル推定値は、ＵＥ 1050によって送信された基準信号および
／またはチャネル状況のフィードバックから導出されることができる。各空間ストリーム
は、その後別個の送信機１０１８ＴＸを介して異なるアンテナ1020に提供される。各送信
機１０１８ＴＸは、ＲＦキャリアを、送信されるそれぞれの空間ストリームによって変調
する。
【００９９】
　[00109]ＵＥ1050では、各受信機１０５４ＲＸは、そのそれぞれのアンテナ1052を通じ
て信号を受信する。各受信機１０５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報をリカバ
し、受信（ＲＸ）プロセッサ1056にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ1056はＬ１レイ
ヤのさまざまな信号処理機能をインプリメントする。ＲＸプロセッサ1056は、ＵＥ 1050
に宛てられた任意の空間ストリームをリカバするために、その情報に対し空間処理を実行
する。複数の空間ストリームがＵＥ 1050に宛てられている場合、それらは、ＲＸプロセ
ッサ1056によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに結合されることができる。
【０１００】
　[00110]ＲＸプロセッサ1056は、その後高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、その
ＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数領域へと変換する。周波数領域の信号
は、ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアに対する別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える
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。各サブキャリアにおけるシンボル、および基準信号は、ｅＮＢ 1010によって送信され
た最も確からしい信号コンステレーションポイントを決定することによって、リカバおよ
び復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器1058によって計算されたチャネル推定
値に基づくことができる。これらの軟判定は、その後物理チャネルにおいてｅＮＢ 1010
により元々送信されたデータおよび制御信号をリカバするために、復号およびデインター
リーブされる。データおよび制御信号は、その後コントローラ／プロセッサ1059に提供さ
れる。
【０１０１】
　[00111]コントローラ／プロセッサ1059は、Ｌ２レイヤをインプリメントする。コント
ローラ／プロセッサは、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ1060と関連付け
られることができる。メモリ1060は、コンピュータ読取可能な媒体と呼ばれることができ
る。ＵＬにおいて、コントローラ／プロセッサ1059は、コアネットワークからの上位レイ
ヤパケットをリカバするために、制御信号処理、ヘッダの解凍、暗号解読、パケットのリ
アセンブリ、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間での逆多重化を提供する。上
位レイヤパケットは、その後データシンク1062に提供され、これは、Ｌ２レイヤより上位
のすべてのプロトコルレイヤを表す。さまざまな制御信号もまた、Ｌ３処理のために、デ
ータシンク1062に提供されることができる。コントローラ／プロセッサ1059はまた、ＨＡ
ＲＱ演算をサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ
）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【０１０２】
　[00112]ＵＬでは、コントローラ／プロセッサ1059に上位レイヤパケットを提供するた
めに、データソース1067が使用される。データソース1067は、Ｌ２レイヤより上位のすべ
てのプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ 1010によるＤＬ送信に関連して説明された機能と
同様に、コントローラ／プロセッサ1059は、ヘッダの圧縮、暗号化、パケットのセグメン
テーションと並び替え、およびｅＮＢ 1010による無線リソースの割り当てに基づいた論
理チャネルとトランスポートチャネルとの間での多重化を提供することによって、ユーザ
プレーンおよび制御プレーンのためのＬ２レイヤをインプリメントする。コントローラ／
プロセッサ1059はまた、ＨＡＲＱ演算、損失パケットの再送、ｅＮＢ 1010へのシグナリ
ングを担当する。
【０１０３】
　[00113]ｅＮＢ 1010によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネル推
定器1058によって導出されたチャネル推定値は、適切な符号化および変調スキームを選択
し、空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ1068によって使用されることができる
。ＴＸプロセッサ1068によって生成された空間ストリームは、別個の送信機１０５４ＴＸ
を介して異なるアンテナ1052に提供される。各送信機１０５４ＴＸは、ＲＦキャリアを、
送信されるそれぞれの空間ストリームによって変調する。
【０１０４】
　[00114]ＵＬ送信は、ＵＥ 1050における受信機機能に関連して説明された手法と同様の
手法により、ｅＮＢ 1010において処理される。各受信機１０１８ＲＸは、そのそれぞれ
のアンテナ1020を介して信号を受信する。各受信機１０１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変
調された情報をリカバし、ＲＸプロセッサ1070にその情報を提供する。ＲＸプロセッサ10
70は、Ｌ１レイヤをインプリメントすることができる。
【０１０５】
　[00115]コントローラ／プロセッサ1075は、Ｌ２レイヤをインプリメントする。コント
ローラ／プロセッサ1075は、プログラムコードおよびデータを記憶するメモリ1076に関係
付けられうる。メモリ1076は、コンピュータ読取可能な媒体と呼ばれることができる。Ｕ
Ｌにおいて、コントローラ／プロセッサ1075は、ＵＥ1050からの上位レイヤパケットをリ
カバするために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化、パケットの
再組立て、暗号解読、ヘッダ圧縮解除、制御信号処理を提供する。コントローラ／プロセ
ッサ1075からの上位レイヤパケットは、コアネットワークに提供されることができる。コ
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ントローラ／プロセッサ1075はまた、ＨＡＲＱ演算をサポートするために、ＡＣＫおよび
／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担当する。
【０１０６】
　［00116］開示された処理におけるステップの特定の順序または階層は、典型的なアプ
ローチの一例であるということが理解される。設計の優先性に基づいて、これらの処理に
おけるステップの特定の順序または階層は並べ替えられ得るということが理解される。さ
らに、いくつかのブロックは、組み合わされるか、または省略され得る。添付の方法の請
求項は、サンプルの順序で様々なブロックの要素を提示しているが、提示された特定の順
序または階層に限定されるようには意図されない。
【０１０７】
　［00117］先の説明は、当業者に、本明細書に説明されたさまざまな態様の実現を可能
にさせるために提供されている。これらの態様へのさまざまな変更は、当業者には容易に
明らかになり、本明細書で定義される包括的な本質は他の態様に適用され得る。従って、
請求項は本明細書で表示される態様に限定されることは意図されておらず、しかし請求項
の用語と一貫する全ての範囲が与えられるべきであり、ここにおいて単数形の要素への参
照は特別にそのように述べられない限り「１つおよびただ１つ」を意味するように意図さ
れず、むしろ「１つまたは複数の」を意味するように意図される。「典型的（exemplary
）」という用語は、ここでは、「例、事例、または実例としての役割を果たす」という意
味で用いられる。「典型的」なものとしてここに説明される任意の態様は、必ずしも、他
の態様よりも好ましい、または利点を有するものと解釈されるべきではない。そうでない
ことが特に述べられていない限り、「いくつかの」という用語は、１つ以上のことを指し
ている。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少
なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはこれらの任意の組み合わせ」のような組み
合わせは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組み合わせを含み、複数のＡ、複数のＢ、
または、複数のＣを含むことができる。特に、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１
つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはこれ
らの任意の組み合わせ」のような組み合わせは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢ、Ａと
Ｃ、ＢとＣ、またはＡとＢとＣであることができ、ここで、このような任意の組み合わせ
が、Ａ、Ｂ、またはＣのメンバーあるいは１つまたは複数のメンバーを含むことができる
。当業者に既知である、あるいは後に知られることになる、本開示全体にわたって説明さ
れた様々な態様のエレメントに対する全ての構造的および機能的な均等物は、参照によっ
て本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるよう意図されている
。さらに、ここで開示したものが、特許請求の範囲中に明示的に列挙されているか否かに
かかわらず、公共に捧げられることを意図していない。「モジュール」、「メカニズム」
、「エレメント」、「デバイス」等という語は、「手段」という語の置換となることはで
きない。どの特許請求項の範囲の要素も、要素が明確に「のための手段」というフレーズ
を使用して記載されていない限り、手段および機能として解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　基地局における無線通信の方法において、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を前記基地局にお
いて決定することと、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは、前記第１の
ＵＥの電力比情報、空間レイヤ情報および変調次数情報と、第２のＵＥの空間レイヤ情報
とプリコーディングマトリクスインジケータを備える、および
　前記決定されたＤＣＩを前記第１のＵＥに送信することと、
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第１のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、前記第２のＵＥはエンハンスメン
トレイヤ（ＥＬ）ＵＥである、Ｃ１の方法。
［Ｃ３］
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　前記第１のＵＥはpre-Release１４ＵＥであり、前記第２のＵＥはRelease１４またはそ
の後のＵＥである、Ｃ２の方法。
［Ｃ４］
　前記電力比情報は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記第１のＵＥ及
び前記第２のＵＥに送信される、Ｃ３の方法。
［Ｃ５］
　前記電力比情報はトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、Ｃ４の方法。
［Ｃ６］
　前記ＴＰＲは前記第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソースエ
レメント（ＲＥ）電力の比を示す、Ｃ５の方法。
［Ｃ７］
　前記電力比情報はＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、Ｃ３
の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のＵＥと前記第２のＵＥはRelease１４またはその後のＵＥｓである、Ｃ１の
方法。
［Ｃ９］
　基地局における無線通信のための装置において、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を前記基地局にお
いて決定する手段と、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは前記第１のＵ
Ｅの電力比情報、空間レイヤ情報および変調次数情報と、第２のＵＥの空間レイヤ情報と
プリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）を備える、および
　前記第１のＵＥに前記決定されたＤＣＩを送信する手段と、
を備える、装置。
［Ｃ１０］
　前記第１のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、前記第２のＵＥはエンハンスメン
トレイヤ（ＥＬ）ＵＥである、Ｃ９の装置。
［Ｃ１１］
　前記第１のＵＥはpre-Release 14 ＵＥであり、前記第２のＵＥはRelease 14またはそ
の後のＵＥである、Ｃ１０の装置。
［Ｃ１２］
　前記電力比情報は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記第１のＵＥお
よび前記第２のＵＥに送信される、Ｃ１１の装置。
［Ｃ１３］
　前記電力比情報はトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、Ｃ１２の装置。
［Ｃ１４］
　前記ＴＰＲは前記第１のＵＥの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソースエレ
メント（ＲＥ）の比を示す、Ｃ１３の装置。
［Ｃ１５］
　前記電力比情報はＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、Ｃ１
１の装置。
［Ｃ１６］
　基地局における無線通信のための装置において、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（Ｄ
ＣＩ）を前記基地局において決定する、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣ
Ｉは前記第１のＵＥの電力比情報、空間レイヤ情報および変調次数情報と、前記第２のＵ
Ｅの空間レイヤ情報およびプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）を備える
、
　前記第１のＵＥに前記決定されたＤＣＩを送信する、



(28) JP 6732876 B2 2020.7.29

10

20

30

40

ように構成された少なくとも１つのプロセッサと、
を備える、装置。
［Ｃ１７］
　前記第１のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、前記第２のＵＥはエンハンスメン
トレイヤ（ＥＬ）ＵＥである、Ｃ１６の装置。
［Ｃ１８］
　前記第１のＵＥはpre-Release 14ＵＥであり、前記第２のＵＥはRelease 14またはその
後のＵＥである、Ｃ１７の装置。
［Ｃ１９］
　前記電力比情報は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記第１のＵＥお
よび前記第２のＵＥに送信される、Ｃ１８の装置。
［Ｃ２０］
　前記電力比情報はトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、Ｃ１９の装置。
［Ｃ２１］
　前記第１のＵＥの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソースエレメント（ＲＥ
）の比を示す、Ｃ２０の装置。
［Ｃ２２］
　前記電力比情報はＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、Ｃ１
８の装置。
［Ｃ２３］
　前記第１のＵＥと前記第２のＵＥはRelease 14またはその後のＵＥｓである、Ｃ１６の
装置。
［Ｃ２４］
　基地局において無線通信のためのコンピュータ実行可能なコードを記憶する非一時的コ
ンピュータ可読媒体において、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）に関するダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を前記基地局にお
いて決定するためのコードと、ここにおいて、前記第１のＵＥに関する前記ＤＣＩは前記
第１のＵＥの電力比情報、空間レイヤ情報および変調次数情報と、前記第２のＵＥの空間
レイヤ情報とプリコーディングマトリクスインジケータ（ＰＭＩ）を備える、
　前記第１のＵＥに前記決定されたＤＣＩを送信するためのコードと、
を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２５］
　前記第１のＵＥはベースレイヤ（ＢＬ）ＵＥであり、前記第２のＵＥはエンハンスメン
トレイヤ（ＥＬ）ＵＥである、Ｃ２４の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］
　前記第１のＵＥはpre-Release 14 ＵＥであり、前記第２のＵＥはRelease 14またはそ
の後のＵＥである、Ｃ２５の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２７］
　前記電力比情報は無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを介して前記第１のＵＥと
前記第２のＵＥに送信される、Ｃ２６の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２８］
　前記電力比情報はトラフィック対パイロット比（ＴＰＲ）である、Ｃ２７の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　前記ＴＰＲは前記第１のＵＥへの基準信号電力に対するトータルＢＬデータリソースエ
レメント（ＲＥ）の比を示す、Ｃ２８の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ３０］
　前記電力比情報はＥＬのみの空間レイヤとＢＬ空間レイヤとの間の電力比を含む、Ｃ２
６の非一時的コンピュータ可読媒体。
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